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分散会を終えて





【発　　行】


自治労北海道本部


青年部幹事会


2014春闘教宣班





第　３　号


2013年12月22日発行





２０１４国民春闘勝利！


  　地連別ニュース








五十嵐美穂さん


（宗谷地本　浜頓別町職）


　本分散会では、同じ業種でも時間外勤務の実態が大きく異なることや、別の職種が抱えている課題について触れることができました。


交流することで気付くことの大切さを学ぶとともに、この経験を本集会に参加できなかった仲間に伝えたいと思います。
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▲いつまでも＂センス＂を大切に！！





　基調講演として、前道本部青年部長 牧野 長武さんから『2014春闘にむけて』と題して、労働力における賃金等の話を中心に講演を受けてきました。


『私たちは労働者であり、資本家に「搾取」されていることを認識しなければならない。非正規職員割合の増加、企業間格差、賃金カーブのフラット化や、会社の資本は増加し続けているのに賃金が増加していないことからも「搾取」されていることが分かる。


地域労働者の賃金水準が指標となり、公務員賃金がそれに引き寄せられ、公務員賃金が下がれば、さらに地域の賃金水準が下がるという悪循環に陥っている。そのことから、全労働者が団結し「総労働VS総資本」のたたかいをすすめていかなければならない。


「ありのままの事実からしか運動は前進しない」ことを意識し、青年部運動で行動するために物事の本質を見極める目を養いながら本音で討論し問題点を明らかにする。


また、運動の結果だけではなく「なぜできたのか・なぜできなかったのか」ということを丁寧に総括し、失敗を恐れずに大胆な行動を展開していく』


今回の講演で学んだことを、多くの仲間に拡げていきましょう！
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神山佑斗ちゃん


（釧根地本　標津町職）


分散会の感想として、自分の町でも独自要求をやってみたいと思いました。職場や地域の問題に自分が気付けていないだけで、他の自治体の取り組みはとても参考になりました。身近な場所でも改善できる問題はたくさんあると思うので、地本や単組に持ち帰って議論したい！








『春闘だから要求書を出すのではない！』


　～職場や社会に問題があるから「要求」を掲げ、たたかっていく！





長久保望さん


（渡島地本　長万部町職）


　今回参加した分散会では、今まで当たり前だと思っていた制度が、他単組では全く異なるということに気付くことができたので、私の職場で現状の制度が維持されるように、青年婦人部長として、仲間たちとともに、今後も引き続き、賃金を主とした学習会等を実施していきたいです。





▲熱弁を振るう牧野前青年部長





行動日程について





団結デスクマット等の取り組みは、基本組織の闘争日程と連動させながら進めよう！





【基本組織の闘争日程】


○2月17日～24日


　　要求書提出


（集中提出日2月24日）


○2月17日～3月末


　組合旗掲揚


○3月5日


　回答指定日


○3月6日～13日


　重点交渉期間


○3月11日～14日


　　腕章着用


○3月14日


　山場（超勤拒否など）








道本部青年部では、交流集会運動をつうじた職場実態討論で明らかとなった仲間の声・職場の事実とむき合い「自分たちの問題は自分たちで解決していく」という決意のもとで青年の主体的な行動の展開を追求してきました。


今春闘期では、安心して働き続けられる職場・地域を作っていくためにも、再度、仲間の声・職場の事実とむき合い、すべての青年が参加する大衆的な行動を追求し、「要求の実現」と「組織強化」を勝ち取ろう。





◎賃金労働条件を


改善するたたかい





○2014自治労北海道青年部統一要求書行動


仲間の声にこだわり、学習と討論から「ゆずれない要求」を確立し、自らの問題を自らが解決していくため、統一要求書行動を取り組みます。





○生活・職場実態点検運動を軸とした[地本一企画]の取り組み


職場・生活実態討論から見えた実態や気付きを次の運動につなげるために地本で議論し、単組・総支部に合わせた具体的な行動提起をすることで、各単組総支部における独自要求闘争を強化していきます。





○大衆行動「団結デスクマット」行動について


「役員任せ・基本組織任せ」ではなく、組織全体でたたかっていくために、それぞれの地本や単組・総支部での議論から青年らしい大衆行動を展開していきます。





○「給与制度の総合的見直し」に対する取り組みについて


　「給与制度の総合的見直し」に対する問題意識を全青年部員で共有するために、「２００６年給与構造改革」の問題点を学習し、「同一価値労働・同一賃金」の原則を確認していきましょう。





○賃金学習の強化について


「賃金は労働力の再生産費」「労使の力関係で決まる」こと。また、労働者同士の分断を目的とした「人事評価制度の問題点」についても学習を深めていくことが重要です。


　全単組・総支部で「賃金リーフ」などを活用した学習を展開していきましょう。





◎交流集会運動の


強化にむけて





青年部では、職場反合理化闘争の集約点である交流集会運動に取り組んできました。


中央大交流集会、地方協別交流集会の成功にむけ、交流集会運動の意義・目的を全体で確認し、全部員で「職場レポート」「参加者アンケート」に取り組み、仲間の声に依拠した職場からの運動づくり・仲間づくりをめざします。また、職種別分散会での議論を深めるため、３月１日～３月２日に開催する道本部座長養成講座への最大限の結集を追求します。





◎政治闘争の強化にむけて





衆参ともに圧倒的な数の力を持った安倍政権は、国民の反対を無視した数々の反動的な政策を強行しています。


こうした状況に危機感を持つとともに、「政治に無関心でいられても、無関係ではいられない」ことから、通年の運動を意識するため、政治集会を開催し、学習を深めていきます。また、各地方本部・単組総支部段階でも政治集会を開催し、あらためて政治闘争の必要性を確認していきます。





当面する闘争方針（当面闘）は、自分たちの要求を確立し、具体的な運動を行っていくための方針となるものです。


本集会で提起された当面闘を地本でしっかりと議論するなかから、単組・総支部の実態に合わせた提起をし、具体的な行動から組織強化につなげていきましょう。





▲団結デスクマット行動





▲当面する闘争方針を提起する


　　　　　　　　　　渡邊副部長





当面する闘争方針














